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日本計装工業会標準共通事項 

 

1．目的 計装工事を実施する際の監理，設計，施工などの業務の標準的な方法を提供する。これらの標準を

採用することによって顧客に信頼される計装設備を供給することを期すものである。 

2．計装工事 本標準における“計装工事”はプラントに関しては“AJIIS－Ｐ－11－20＊＊  計装工事の範

囲（プラント編）”に，建築物に関しては“AJIIS－Ｂ－11－20＊＊ 計装工事の範囲（建築物編）”に規定す

るものとする。 

3．構成 本標準は共通編，プラント編及び建築物編よりなる。プラント編は主として工場，研究所等の計装

工事に適用する標準であり，建築物編は工場以外の主として建築物の計装工事に適用する標準である。共通

編は両者に共通して適用する標準である。 

標準の全体構成と個別の標準の位置付け，概略内容は巻末の日本計装工業会標準体系表に示す。なお，従

来使用されてきた旧要領（ＡＪＩＩＳ－ＣＭ－02－88 などの番号の付いたもの）の内容は本標準の体系内に吸収さ

れる。 

4．総合名称 日本計装工業会標準 Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ ｏｆ Ｊａｐａｎ Ｉｎｓｔrｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ Ｉｎｄｕｓｔｒiｅｓ Ｓｔａｎｄａｒｄｓ  

（略号 AJIIS  呼び方：エイジス） 

5．番号の読み方 日本語標準名の他，整理のための番号を付する。番号の意味を下に例示する。 

例 ＡＪＩＩＳ-Ｐ-62-2000 

 制定又は改正年（西暦） 

 各編の一連番号 

 Ｃ：共通編，Ｐ：プラント編，Ｂ：建築物編 

 総合名称の略号 
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日 本 計 装 工 業 会 標 準  AJ I I S 

計装工事 図面作成（建築物編）B-22-2016 

 

目的及び適用範囲 本標準は，建築物(事務所ビル，ホテル，住宅・寮，病院，学校，研究所・工場の建築設

備，店舗，物流施設及びその付属施設等)における計装工事の基本計画，実施設計，工事施工，設備保全に必

要な図面の標準的事項を示し，設計図，施工図，竣工図の図面作成に適用する。 

 

1. 図面の基本事項 

1.1 図面の目的と流れ 計装工事図面は，各段階で目的により以下に類別される。 

設計図：施主(建築主)の意向を図面上に反映し，建設費用を見積ることができる図面。また，遵守すべき法

的要求事項及び施工上留意すべき要求事項を示す。 

施工図：設計図を基本に施工に必要な情報を追記し，機器・配管配線等の仕様，配置を図記号等で表した図

面。 

竣工図：施工図を基に施工された結果を示す図面で，完成図の称号もある。この竣工図は，計装設備の維持

管理，用途の変更・改善等の検討資料となる。 

図面は，以降の図面の種類，作図方法，計装用図記号に従って作成する。作図フローを図 1.1 に示す。 

設計図 設計図(施主保存)施工図

仕様・コスト等
詳細設計(性能・配置等)
機器決定(仕様・納期・コスト等)

各種検査
→必要に応じ変更工事

法的条件
機器選定
システム概要設計等

最終施工結果

各施工業者取合い 施工図による施工

設計者

施工業者
施主

 

 

 

図 1.1 作図フロー 
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2. 図面の種類 

2.1 計装工事図面の種類 図面の種類と内容を表 2.1，表 2.2 に示す。なお，竣工図は，施工図を基に施工し

施工時での変更，修正を反映したものである。 

 

表 2.1 図面の種類と内容（設計図） 

名    称 尺 度 内     容 

特記仕様書 － 

工事材料の仕様など工事全体に関わる事項，契約の範囲

等を示した仕様書で，標準仕様書と特記仕様書がある。 

標準仕様書は，一般事項，材料の種類と品質，施工方法，

仕上げの程度等共通的事項や技術的基準を表記する。 

特記仕様書は，標準仕様書以外に特別に記する事項や基

準等を表記する。 

機器表 － 
機器に必要な仕様を示し，記号，名称，型番，数量，容

量，電圧，据付場所等を表記する。 

計装図 － 
設備機器と自動制御機器との関わり及び制御システム

の制御内容を表記する。 

監視・制御システム機能仕様 － 
監視・制御システムに必要な機能・性能等の仕様を表記

する。 

監視・制御システム機器姿図 － 主装置，中継機器，端末機器等の形状と寸法を表記する。 

監視・制御システムブロック図 － 

中央処理装置を中心とした構成（プロセス入出力装置，

ヒューマンマシンインターフェイス装置，データ伝送装

置・補助記憶装置等），監視制御の対象及び配線を表記

する。 

監視・制御入出力回路図 － 
中央処理装置と現場側制御対象機器間の入出力信号の

仕様を表記する。 

監視・制御入出力点数表 － 監視・制御対象の入出力内容を一覧表で表記する。 

配管配線平面図 
1:50，1:100，

1:200 

機器，盤の配置及び機器相互間を接続する配管配線内容

を，図記号を使用して表記する。 

系統図 － 

システム毎に作図される配管配線平面図の建物全体で

のつながりを明示し，設備のシステム全般を容易に掌握

できるよう表記する。 

機器取付詳細図 1:20，1:50 機器姿図を基に取付けの詳細及び納まりを表記する。 
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表 2.2 図面の種類と内容（施工図） 

名    称 尺 度 内     容 

機器表 － 
機器に必要な仕様を示し，記号，名称，型番，数量，容

量，電圧，据付場所等を表記する。 

計装図 － 
設備機器と自動制御機器との関わり及び制御システム

の制御内容を表記する。 

系統図 － 

システム毎に作図される配管配線平面図の建物全体で

のつながりを明示し，設備のシステム全般を容易に掌握

できるよう表記する。 

機器配置図（複合図） 1:50，1:100 
部屋，エリアに取付ける全ての機器を図記号にて平面図

に表記する。配置を調整する時に使用する。 

天井伏図（複合図） 1:50，1:100 
天井割付図に取付ける全ての機器の相互配置を表記す

る。配置を調整する時に使用する。 

配管配線平面図 
1:50，1:100，

1:200 

機器，盤の配置・種類及び機器相互間を接続する配管配

線内容を，図記号を使用して表記する。 

機器取付詳細図 1:20，1:50 機器納入仕様書を基に取付詳細及び納まりを表記する。 

各部展開図 1:50 
取付機器について，平面図だけでなく，展開図を作成し，

他設備との取合い，意匠を検討する時に書き表す。 

盤納まり図 1:20 
盤回りに配管が集中する場合は，盤の寸法及び配管を表

記する。 

監視・制御入出力点数表 － 監視・制御対象の入出力を一覧表で表記する。 

監視室納まり図 1:50 
監視室内に納まる全ての監視装置・盤の配置及び外形を

表記する。 

盤間結線図（盤内結線図） － 配線の種類と接続先を表記する。 

 

2.2 関連建築図面 計装工事図面の作成に必要な関連建築図面を以下に示す。 

1) 建築平面図 

2) 建築構造図（梁伏図，柱・壁リスト等） 

3) 鉄骨鉄筋コンクリート建築にあっては鉄骨詳細図 

4) 建築矩形図 

5) 建築詳細図 

6) 建築展開図 

7) 天井伏図 

8) コンクリート寸法図（スラブ型枠図） 

9) タイル割付図 

以上の建築図面を理解するには使用されている記号，平面図・断面図の見方を理解する必要がある。 

建築図面の略号を表 2.3 に，平面図の寸法表記例を図 2.1 に，用語の説明を図 2.2に示す。 
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表 2.3 建築図面の略号 

（a）全般 

略 号 名   称 略 号 名   称 略 号 名   称 

S 

GL 

SL 

FL 

EL 

B1F 

1F 

2F 

M2F 

RF 

P1F 

PRF 

縮 尺 

地 盤 面 

ス ラ ブ 面 

基 準 床 面 

基 準 水 平 面 

地 下 1 階 

1 階 

2 階 

中 2 階 

屋 上 階 

塔 屋 1 階 

塔 屋 屋 上 

PH 

H，ｈ 

CH 

L，ｌ 

W，w 

D，d 

ｔ 

ｔ 

＠ 

φ 

R 

CL 

塔 屋 

高 さ 

天 井 高 さ 

長 さ 

幅 ，   荷   重 

奥  行， 直  径 

ト ン 

厚 さ 

間 隔，ピ ッ チ 

直  径 

半 径 

中 心 線 

DS 

PS 

EPS 

ELV 

ESC 

Dｗ 

RD 

Eｘｐ．J 

WL 

U 

D 

ダクトスペース 

パイプスペース 

電気スペース 

エレベータ 

エスカレータ 

ダムウェーター 

ルーフドレン 

エキスパンションジョイント 

水位，水面 

上る（階段，スロープ） 

下る（階段，スロープ） 

 

 

（b）建具その他部材の略号 （c）構造その他鋼材の略号 

記 号 名    称 

 

記 号 名    称 

SD 

AD 

TD 

WD 

鋼製扉 

アルミ製扉 

強化ガラス製扉 

木製扉 

RC 

SRC 

S 

LGS 

W 

CB 

LC 

PC 

WRC 

鉄筋コンクリート 

鉄骨鉄筋コンクリ－ト 

鋼（スチール），鉄骨 

軽量鉄骨 

木 

コンクリートブロック 

軽量コンクリ－ト 

プレストレストコンクリート 

壁式鉄筋コンクリ－ト  

SW 

AW 

鋼製窓 

アルミ製窓 

SG 

ＡＧ 

 
鋼製ガラリ 

アルミ製ガラリ 

Sｈ 

Fｕ 

P 

AｕD 

シャッター 

ふすま 

パーティション（可動間仕切） 

自動扉 

SS 

SM 

SSC 

SUS 

SGP 

SR 

SD 

一般構造用圧延鋼材 

溶接構造用圧延鋼材 

一般構造用軽量形鋼 

ステンレス鋼 

配管用炭素鋼管 

鉄筋コンクリート用棒鋼（丸鋼） 

鉄筋コンクリート用棒鋼（異形棒鋼） 

SｍW 

FD 

SFD 

防煙たれ壁 

防火ダンパ 

煙感知器連動ダンパ 

S 

Aｌ 

SUS 

PCａ 

ALC 

鋼（スチール） 

アルミニウム 

ステンレス鋼 

プレキャストコンクリート 

軽量気泡コンクリート 

F 

C 

G 

B 

S 

W 

基礎 

柱 

大梁 ＦＧは基礎梁 

小梁 

スラブ 

壁 
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2.3 他設備との取合い 配管配線平面図を作成するには，電気設備，空調設備，衛生設備等の他設備との取

合いがあり，他設備と配置，配管配線ルート等を調整し要求事項を満足させ施工図に反映する。 

例えば二重天井，壁面，シャフト，機械室等多くの設備が混在するエリアについては複合図を作成し，機能・

配置・美観・保守スペース等を調整する。 

特に二重天井内には，照明器具，電線管，幹線ケーブルラック，空調配管群，空調用ダクト，衛生用配管群

等が同一空間に収められているため，留意する必要がある。 

 

3. 作図方法 

3.1 図面 

a) 図面の大きさ 

原則としてA列サイズ(第1類)を使用する。但し，構造物の形状によっては，A列サイズ(第1類)以外のサイ

ズが適切な場合がある。その場合のサイズは表3.1を参考とする。 

選定の優先順位は，第1類，第2類，第3類の順とする。また，これによりがたい場合は，関係者開協議の

上，決定する。 

b) 図面の正位 

長辺を横方向に置いた位置を正位とする。但し，高い構造物等を示す場合には，関係者間協議の上，図3.1

に示すように正位を変えることができる。 

c) 図面の輪郭(外枠)と余白 

図面には輪郭を設ける。 

輪郭線は実線とし，線の太さは1.4ｍｍを原則とする。 

輪郭外の余白は20ｍｍ以上を原則とする。 

 

図 2.1 平面図の寸法表記例 

図 2.2 用語の説明 

 

断 面 図 
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輪郭線の太さ，余白の寸法は，A1サイズを標準とした場合であり，用紙のサイズに応じて適宜変更してよ

い。 

図面を綴る必要がある場合は，綴る側にさらに20ｍｍ以上のとじ代幅を設けたほうがよい。 

                  表 3.1 図面のサイズ              (単位：ｍｍ)  

Ａ列サイズ（第１類） 特別延長サイズ（第２類） 例外延長サイズ（第３類） 

呼び方 寸法 ａ×ｂ 呼び方 寸法 ａ×ｂ 呼び方 寸法 ａ×ｂ 

 1189×1682  1189×1682 
A0×2※ 

A0×3※ 

1189×1682 

1189×2523 

A0 841×1189   
A1×3※ 

A1×4※ 

841×1783 

841×2378 

A1 594×841   

A2×3※ 

A2×4※ 

A2×5※ 

594×1261 

594×1682 

594×2102 

A2 420×594 
A3×3 

A3×4 

420×891 

420×1189 

A3×5※ 

A3×6※ 

A3×7※ 

420×1486 

420×1783 

420×2080 

A3 297×420 

A4×3 

A4×4 

A4×5 

297×630 

297×841 

297×1051 

A4×6※ 

A4×7※ 

A4×8※ 

A4×9※ 

297×1261 

297×1471 

297×1682 

297×1892 

A4 210×297     

※：この大きさは取扱上の不都合があるので，なるべく使用しない。 

(JIS Z8311-1998「製図一般図用紙のサイズ及び図面の様式」) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d) 表題欄 

表題欄は，原則として図面の右下隅にある輪郭線に接して以下の項目について記載する。但し，これによ

りがたい場合は，別途基準等で定めることで，その一部を変更・追加できるものとする。 

工 事 名 ：業務名または工事件名を記載する。 

図 面 名 ：図面名称を記載する。 

作成年月日 ：図面を作成した日付（竣工日など）を記載する。 

(a) 正位(長辺を横方向に配置) 

図 3.1 図面の配置 

 

 

図 3.1 図面の正位 

(b) 長辺を縦方向に配置 

 

 

b

a
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縮 尺 ：紙出力する際の縮尺を記載する。 

図 面 番 号 ：図面番号（全ての図面の通し番号），図面総数を記載する。 

会  社  名 ：作成責任者である設計会社または施工会社名を記載する。（契約時の図面では無記入） 

事 業 者 名 ：図面の法的所有者である事業者（事務所）名を鏝下段に記載する。 

1) 表題欄は，図面を管理するうえで必要となる事項，図面内容に関する定形的な事項等をまとめて記入

するためのものである。但し，各組織で形式が異なるため，統一した表題欄を設定することがむずか

しく，本基準によりがたい場合は，その一部を変更して使用できる。 

サイズは幅 170ｍｍ以下とする。 

2) 表題欄を見る向きは，図面の正位に一致させる。 

3) 図面内に複数の縮尺が存在する場合には，代表的な縮尺または「図示」と表題欄に記入する。 

4) 平面図，縦断面図等で表題欄と図形情報が重なる場合には，表題欄を右上隅に記載してもよい。 

5) 表題欄に設計事務所名の項目が必要な際は，表題欄に追加することができる。 

図 3.2 に表題欄（例）を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e) 比較目盛（図 3.3） 

図面の縮小または拡大複写の作業及びそれらの複写図面の取扱い上，便宜のために図面に比較目盛を設け

ることが望ましい。 

比較目盛は，目盛の間隔は 10ｍｍ，全長 100ｍｍ以上の長さとし，目盛線太さは 0.5ｍｍ，長さ 5ｍｍ以下

とする。 

 

 

 

 

 

f) 図面の区域（図 3.4） 

図中の特定部分の位置を指示するために，図面の区域を表示することが望ましい。図面の区域の表示は，

図面の長辺及び短辺を偶数個に区分して行う。1区分の長さは図面の大きさに応じて 25ｍｍから 75ｍｍの

間の適切な長さにする。この区分する線は太さ 0.5ｍｍとして，輪郭線に接して縁側に設ける。区分記号

は横を左から 1，2，3……，縦を上から A，B，C……，とし，輪郭線に近い外側に設ける。 

 

 

図 3.3 比較目盛 (例) 

 

 

 

図 3.3 比較目盛（図例）（単位：ｍｍ） 

 

図 3.2 表題欄（例） 

 

 

図 3.2 図面の表題欄(例) 



 

 
AJIIS-B-22-2016 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

g) 注記の場所 

参照用の図面，基準，規格等の番号，名称及び注記等は原則として図面の表題欄の上の余白に記入する。 

h) 図面の配置 

原則として方位マークと上下方向があるものは上下方向を図面の上下に合せて描く。 

i) 尺度 

1) 図面の尺度は，表 3.2 の推奨尺度から目的に応じて適当なものを選定する。作図で推奨尺度が不適当

な場合には，表 3.3 の中間の尺度から選定する。 

 

表 3.2 推奨尺度     (JIS Z8314-1998) 
 

類別 推奨尺度 

倍尺 
50：1     20：1     10：1 

5：1      2：1 

現尺 1：1 

縮尺 

1：2      1：5      1：10 

1：20     1：50     1：100 

1：200    1：500    1：1000 

1：2000   1：5000   1：10000 

 

表 3.3 中間の尺度   (JIS Z8314-1998) 

類別 中間の尺度 

倍尺 
50√2：1                 25√2：1                 10√2：1 

5√2：1                2.5√2：1                   √2：1 

現尺                              1：1 

縮尺 

1：√2                 1：2√2                           1:5√2 

1:10√2                1:20√2                           1:50√2 

1:100√2               1:200√2                          1:500√2 

1:1000√2              1:2000√2                         1:5000√2 

1:1.5   1:2.5           1:3     1:4     1:6 

1:15    1:25            1:30    1:40    1:60 

1:150   1:250           1:300   1:400   1:600 

1:1500  1:2500          1:3000  1:4000  1:6000 
 

2) 尺度は図面の表題欄に記入する。 

同一の図面で他の異なった尺度を用いた図を含む場合には，その図の近くに適用した尺度を表示する。 

図面中の全図が尺度に従えない場合には，標表題欄の尺度欄には「NONE」または「NS」を記入し，一

部の図が尺度に従えない場合には，その図の近くに「S：NONE」または「NS」を記入する。 

 

 

 

図 3.4 図面の区域の表示 
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3.2 作図の基本 

a) 線 

1) 線種は，実線，破線，一点鎖線，二点鎖線の線種グループがあり，JIS Z8312:1999「製図－表示の一

般原則－線の基本原則」に定義されている 15 種類の線種を使用することを原則とする。 

2)JIS Z 8312:1999「製図－表示の一般原則－線の基本原則」に定義されている線の種類は，表 3.4 に示

す 15 種類である。 

表 3.4 線の種類 

  

3) 線の太さは，細線，太線，極太線の 3種類を使用し，比率は，1（細線）:2（太線）:4（極太線） を

原則とする。但し，寸法線，引出線及び輪郭線はこの限りではない。 

4) 寸法線や引出線の線種は実線とし，線の太さは 0.13ｍｍを原則とする。 

5) 輪郭線の種類は実線とし，線の太さは 1.4ｍｍを原則とする。 

6) 線の太さは，図面の大きさや種類により，0.13，0.18，0.25，0.35，0.5，0.7，1，1.4，2ｍｍの中か

ら選択する。 

7) 線の種類と主な用法を表 3.5 に示す。 

 

表 3.5 線の種類と主な用法 

線種グループ 線形番号※ 主な用法 

実線 01 
可視部分を示す線，寸法及び寸法補助線，引出線，破断線，

輪郭線，中心線 

破線 02，03 見えない部分の形を示す線 

一点鎖線 04，08，10 中心線，切断線，基準線，境界線，参考線 

二点鎖線 05，09，12 
想像線，基準線，境界線，参考線などで一点額縁と区別する

必要かあるとき 

※：線形番号は，表3.4に示す線形番号 
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b) 文字 

1) 文字は，JIS Z 8313：1998「製図－文字」を原則とする。 

2) 文字の高さは，1.8，2.5，3.5，5，7，10，14，20ｍｍから選択することを原則とする。 

3) 漢字は常用漢字，かなは，ひらがなを原則とする。但し，外来語は片仮名とする。 

4) CAD で縦書きをする場合は，文字列として入力すると共に全角文字を用いることを原則とする。 

c) 寸法 

1) 寸法は，寸法線・寸法補助線・寸法補助記号等を用いて寸法数値によって示す。 

また，対象物の大きさ，姿勢及び位置を最も明らかに表わすのに必要で十分なものだけとし，重複を

避け，かつ計算する必要がないように記入する。但し，主投影図，平面図等のように，関連する図に

おいては，図の理解を容易にするためある程度重複して記入してもよい。 

2) 寸法のうち，参考寸法は寸法数値に括弧を付ける。 

3) 寸法線は原則として指示する長さまたは角度を測定する方向に平行に引く。 

4) 寸法線の両端に原則として矢印（     ）を付ける。また，斜線（/   /）や黒丸（    ）で

もよい。 

5) 円弧の半径を示す寸法線には弧の側だけ矢印を付け，中心例の端には付けない。特に中心の位置を示す

必要がある場合には黒丸または十字を付ける。 

6) 基準線より寸法を出している場合は基準線を明記する。 

7) 寸法補助線は寸法線に直角に引き，寸法線をわずかに越えるまで延長する。寸法補助線は形状を表わす

線からわずかに離して引いてもよい。 

寸法記入の関係上，特に必要な場合には，寸法線に対し，適宜の角度（できるだけ 60 度）に寸法補助

線を引くことができる。 

8) 寸法線は独立させ，中心線，外形線，基準線及びそれらの延長線を寸法線としてはいけない。 

9) 角度を記入する寸法線は，角度を構成する二辺またはその延長線（寸法補助線）の交点を中心として，

両辺またはその延長した線の間に引いた円弧で表わす。 

10) 寸法数値はミリメートルの単位で記入し，単位記号をつけない。但し，他の単位を用いる場合はこれを

明示しなければならない。 

11) 度，分，秒はそれぞれ °，′，〝，を数字の右肩に記入する。また，ラジアン表示では rad を記入す

る。 

12) 4 桁以上の数は 3桁ごとに数字の間をあける。 

13) 小数点は下の点とし，数字の間を適当にあけ，その中間に大きめに記入する。 

14) 寸法数値は寸法線を中断しないで，これに沿って寸法線のほぼ中央のその上側に記入する。但し，狭小

な区分では，寸法線から斜め方向に引出線を引出し，水平に折り曲げ，その上に寸法数値を記入する。

この場合引出線の引出す側の端には何も付けない。 

15) 角度を表わす数字は，角の頂点を通り左下から右上に水平線と 30 度の線を引いた時に原則として記入

文字の位置が，この左上側にあるときは角度を示す円弧の外側に，右下側にあるときは角度を示す円

弧の内側に記入する。 

16) 寸法数値は線で切り離される箇所や，2つの寸法線の交わる箇所には記入しない。 

17) 直径の記号：φ，半径の記号：R，正方形の記号：□，及び板厚記号：tは寸法数値の前に寸法数字と同

じ大きさで書くこと。但し，円であることや正方形であることが明らかに判る場合や半径を示す寸法

線を円弧の中心まで引く場合は不要である。 
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18) 円の中心を示す場合には，点をつける。円の直径を示す寸法線として描く直径は，中心線または基準線

に一致しないように描く。小さい円の直径は，引出線を用いて示すことができる。 

19) 円弧の半径が大きく，その中心点が作図範囲外に存在する場合，半径の寸法線は折り曲げて表記しても

よい。この場合，寸法線の円弧側の矢印のついた部分は円弧の中心に向ける。 

20) 弦の長さは弦に直角に寸法補助線を引き弦に平行な寸法線を用いて表わす。また，円弧の場合は，弦の

場合と同様な寸法補助線を引きその円弧と同心の円弧を寸法線とし，寸法数値の上に円弧の長さの記

号 を付ける。 

21) 同一間隔で連続する同種の穴の配置寸法は，簡略表記することができる。 

22) 形鋼，鋼管，角鋼等の寸法は，鋼材の形状を表す文字記号と共に表記することができる。 

23) 寸法がいくつも隣りあって連続する場合には，寸法線はなるべく一直線に揃える。 

24) 寸法線はなるべく物体を示す図の外部に引く。多数の平行する寸法線を互いに接近して引く場合には線

の間隔を揃える。 

25) 全体の寸法を記入する場合は，個々の部分の寸法の外側に記入する。 

26) 寸法数値の代りに記号，文字を用いてもよい。この場合には，その数値を別に表示する。 

27) 2 つ以上の関係図を描く場合で，どちら側へでも引出せる寸法は，なるべく関係図が書かれてある方に

引出して記入する。 

3.3 作図の注意点 

a) 図での表記が図面を複雑にする場合または作図困難な場合には，図の代わりに適当な注記を付ける。 

b) 主投影図，側面図（断面図），平面図,下面図は第三角法で描くのを原則とするが，この原則によらないと

きには注記を付ける。 

c) 構造図，配管，配線図等において，特に立体的概念を明確にする必要のある時は等角図（アイソメ図）を

描く。 

d) 等角図（アイソメ図）の水平線は，図面の横方向に対し，原則として 30 度の方向の線とし，垂直線は図

面の縦方向と平行の線として描く。 

e) 断面図，側面図等を描く場合には，主要部がかくれ線とならないよう，明確に表れる方向より見て描く。 

また，対称なもので中心線の片側を外形図，他の片側を断面で表した方が理解を容易にする場合にはこれ

による。 

f) 側面または断面の先方に見える線で容易に理解できる場合には，これを省略してもよい。 

g) 機器配置の場合のかくれ線で，容易に理解できるものはこれを省略することができる。 

h) 図中の一部を拡大して詳細に示す必要のある場合は，その部分を太い一点鎖線で囲み，ローマ字の大文字

の記号を付すと共にその該当部分を別の箇所に拡大して描き，表示の文字を付記する。 

i) 側面または断面を見る方向を示す矢印を付した線を矢視線とする。矢視線は実線の太線で書きローマ字の

大文字記号を付すと共に，その該当部分を別の箇所に描き表示の文字を付記する。 

 

 

 

j) 尺度に従わない図を描く場合においても，相互間の大きさ，長さ等に甚しい不均合が見られぬよう，およ

そ比例的に描く。 

k) ガスケット，薄板，形鋼のように薄いものの側面または断面は極太線で表わすことができる。これらのも

のが隣接している場合にはそれらを表す線の間に 0.7ｍｍ以上の隙間をおく。 
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l) 引出線は水平線に対し，なるべく 30 度または 60 度の直線を用い，引出される箇所に矢印をつける。 

m) ハッチングまたはスマッシングは図をわかりやすくする必要がある場合に，断面図に現れた切断面上の図

形に施してもよい。ハッチングの場合，原則として中心線または主となる外形線に対して 45 度傾いた細

い実線で該当する部分の大きさに適応した間隔で記入する。隣接するハッチングは線の方向または角度を

異にするか，その間隔を異にして区別する。 

n) 図面を変更した時は原則として変更箇所に変更番号，記号等を付し，その来歴を明記する。 

 

4． 図・記号 計装工事図面に一般的に用いられる記号の規格は，「計装用図記号 計装工事マニュアル（建

築物編）日本計装工業会」，「ＪＩＳ Ｃ O303-2000 構内電気設備の配線用図記号 日本工業規格」及び     

「ＪＥMlO90-2008 制御器具番号 日本電機工業会」である。これらの抜粋を以下に示す。 

4.1 計装用図記号 一般的な計装用図記号を表 4.1，表 4.2 に示す。 

表 4.1 配管図記号 

名     称 記 号 計  装  図 平  面  図 

導圧配管 ＳＴＰＧ   

ＳＴＰＧ15Ａ（平面図記号例） 

導圧配管 ＳＵＳ  
 

ＳＵＳ 10ｍｍ（平面図記号例） 

空気管 ＳＧＰ  
 

ＳＧＰ15Ａ（平面図記号例） 

空気管 Ｃｕｔ  
 

Ｃｕｔ 6ｍｍ（平面図記号例） 

空気管 ＰＬＰ  
 

ＰＬＰ15Ａ（平面図記号例） 

 

表 4.2 機器類図記号 

名     称 記 号 計  装  図 平  面  図 

室内用温度調節器 Ｔ 
 
Ｔ  Ｔ 

室内用湿度調節器 Ｈ 
 
Ｈ  H 

室内型温度検出器 ＴＥ 
 
ＴＥ  ＴＥ 

室内型湿度検出器 ＨＥ 
 
ＨＥ  ＨＥ 

室内型温湿度検出器 ＴＨＥ 
 
ＴＨＥ  ＴＨＥ 

地震感知器 ＥＤ 
 
ＥＤ  ED 

リモコン ＲＳ 
 
ＲＳ  ＲＳ 

挿入形温度調節器（ダクト） ＴＤ 
 
ＴＤ  ＴＤ 

挿入形湿度調節器（ダクト） ＨＤ 
 
ＨＤ  ＨＤ 

 

 

 

 



                                            

                         

『これ以降は非公開となっております。ご覧になりたい方はご購入をお願

い致します』 



日本計装工業会　技術委員会

日本計装工業会標準体系表

計装工事の範囲
（AJIIS-B-11-2014)

計装工事の範囲,業務フロー，他部門と
の関係を説明したもの。又，関係する法
規，資格類を工事種別に一覧表を加えた
もの

ＡＪＩＩＳ
日本計装工業会　標準

計装工事施工監理
（AJIIS-B-41-2002)

計装工事全般の施工監理を示したもの

5
見積

計装工事積算
（AJIIS-B-51-2002)

計装工事の積算要領を示したもの

3
施工

計装工事施工　導圧配管
（AJIIS-B-33-2002)

7
保全

計装設備保全
（AJIIS-B-71-2002)

設備の保全,計装設備も含んだ計器保全
診断要領を示したもの

6
検査調整

4
監理

計装設備（工事）保全
（AJIIS-P-71-2008)

計装工事試験検査及び試運転調整
（AJIIS-B-61-2016)

計装導圧配管工事の施工要領を示した
もの

計装工事施工　据付
（AJIIS-B-34-2002)

計装機器の据付工事の施工要領を示し
たもの

計装工事施工　光システム
（AJIIS-B-36-2002)

計装に関する光システムと工事の施工要
領を示したもの

計装工事の試験検査要領，工事用資材
の受入検査及び計装ループ試験,試運
転を示したもの

計装工事施工　配線
（AJIIS-B-31-2014)

計装配線工事の施工要領を示したもの

計装工事設計
（AJIIS-B-21-2013)

計装工事設計要領とそれに関する図記
号，計算式等を示したもの

計装工事施工　空気配管
（AJIIS-B-32-2002)

計装空気配管工事の施工要領を示した
もの

計装工事図面作成
(AJIIS-B-22-2016)

計装工事図面の作成要領及び部品図,
参考図を示したものに計装工事標準図を
加えたもの

B
建築物編

計装工事試運転準備
（AJIIS-P-62-2001)

計装ループ試験及び試運転準備の要領
を示したもの

6
検査調整

3
施工

4
監理

計装工事施工監理
（AJIIS-P-41-2001)

計装工事全般の施工監理を示したもの

7
保全

5
見積

計装工事積算
（AJIIS-P-51-2002)

計装工事の積算要領を示したもの

計装工事試験・検査
（AJIIS-P-61-2016)

計装工事の試験検査要領及び工事用資
材の受入検査要領を示したもの

プラントに設置された計装設備（工事）の
点検保全作業を示したもの

P
プラント編

2
設計計画

計装工事施工　配線
（AJIIS-P-31-2013)

計装配線工事の施工要領を示したもの

計装工事施工 光システム
（AJIIS-P-36-2001)

計装に関する光システムと工事の施工要
領を示したもの

計装工事施工　空気配管
（AJIIS-P-32-2015)

計装空気配管工事の施工要領を示した
もの

計装工事施工　導圧配管
（AJIIS-P-33-2015)

計装導圧配管工事の施工要領を示した
もの

6
6 

A
J
IIS
-
B
-
2
2
-2016

計装工事設計
（AJIIS-P-21-2012)

計装工事設計要領とそれに関する図記
号,計算式等を示したもの

計装工事標準図
（AJIIS-P-23-2016)

計装工事部品及び施工要領図（ティピカ
ル）を集めたもの

計装工事図面作成の要領を示したもの
（プロセス計装制御技術協会編
"計装工事図面の作成指針”に準ずる）

計装工事図面の作成指針
IPC-CRJ-61-97

計装工事施工　据付
（AJIIS-P-34-2001)

計装機器の据付工事の施工要領を示し
たもの

2
設計計画

計装工事の設計から施工，検査・試験ま
でを計装工事標準仕様書として纏めたも
の

計装工事標準仕様書
（AJIIS-B-01-2012)

C
共通

1
一般

計装工事用計量単位
（AJIIS-C-01-2001)

計量法に基づく計装工事に関わる計量
単位を規定したもの

1
一般

0
計装工事仕様

計装工事の範囲
（AJIIS-P-11-2013)

計装工事の範囲，業務フロー，他部門と
の関係を説明したもの。又，関係する法
規,資格類を工事種別に一覧表を加えた
もの
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